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第131回山口大学医学会学術講演会並びに

令和７ 年度評議員会・ 総会

会 期 ：  令和７ 年10月４ 日（ 土）
会 場 ：  医修館（ 総合研究棟A ）１ 階 第１ 講義室

令和６ ・ ７ 年度総務幹事 ：  高見太郎， 田中愛子， 宮本達雄
令和７ ・ ８ 年度総務幹事 ：  佐野元昭， 西川 潤， 美津島大

プログラ ム

ご来場の皆様へ

新型コ ロナウイルス感染拡大の状況によっ て， マスク の着用をお願いするこ と がございます．
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第131回山口大学医学会学術講演会並びに令和７ 年度評議員会・ 総会

会 期： 令和７ 年10月４ 日（ 土）  会 場： 医修館１ 階 第１ 講義室

８ ： 05

８ ： 40

９ ： 01

７ ： 50

８ ： 00
開 場 ・ 受 付

開会挨拶 会長 田邉 剛

特別講演Ⅰ

自己完結型肝硬変再生療法までの道程と 今後

演者 高見太郎

座長 野島順三

特別講演Ⅱ

ルーラ ルにみいだす看護の本質と 人材育成 山口県へき 地医療対策地域を フ ィ ールド にし た調査研究

演者 牛尾裕子

座長 山本 健

学部学生演題セク ショ ン NO.１ 〜NO.５

座長 美津島大

一般演題セク ショ ン NO.６ 〜NO.８

座長 西川 潤

一般演題セク ショ ン NO.９ 〜NO.12

座長 佐野元昭

11： 00

11： 20

11： 40

中村賞授賞式及び受賞者講演

リ アノ ジン受容体を標的と し たド キソ ルビシン 心筋症の革新的予防法

演者 中村吉秀

座長 宮本達雄

小西賞授賞式及び受賞者講演

ICS/LABA治療下における 喘息のClinical Rem ission達成率と 関連因子の検討 －SEACON surveyより －

演者 大石景士

座長 田中愛子

12： 30

12： 45

９ ： 29

９ ： 35

大学院成績優秀者講演 NO.13〜NO.15

座長 朝霧成挙

10： 05

10： 30

10： 55
休 憩

休 憩

休 憩

令和７ 年度山口大学医学会評議員会並びに総会
13： 15

閉会挨拶 実行委員長 高見太郎

医学祭特別企画講演

災害医療の現実と こ れから 〜国際災害医療支援の経験から 次世代へのメ ッ セージ〜

演者 大場次郎

座長 田邉 剛



【 医学祭特別企画講演】

「 災害医療の現実と こ れから 〜国際災害医療支援の

経験から 次世代へのメ ッ セージ〜」

国立健康危機管理研究機構 危機管理・ 運営局

DM A T事務局 国際対策課

〇大場次郎

【 特別講演Ⅰ】

「 自己完結型肝硬変再生療法までの道程と 今後」

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学

〇高見太郎

【 特別講演Ⅱ】

「 ルーラ ルにみいだす看護の本質と 人材育成

山口県へき 地医療対策地域をフ ィ ールド にし た調査

研究」

山口大学大学院医学系研究科保健学専攻

◯牛尾裕子

【 中村賞受賞者講演】

「 リ アノ ジン 受容体を 標的と し たド キソ ルビ シン 心

筋症の革新的予防法」

山口大学大学院医学系研究科器官病態内科学１ ）

山口大学大学院医学系研究科病態検査学２ ）

山口大学医学部高齢者心不全治療学講座３ ）

山口大学名誉教授４ ）

〇中村吉秀１ ）， 山本 健２ ）， 小林茂樹３ ）， 末冨 建１ ），

内海仁志１ ）， 矢野雅文４ ）， 佐野元昭１ ）

【 小西賞受賞者講演】

「 IC S /LABA治 療 下 に お け る 喘 息 の C l i n i ca l

Remission達成率と 関連因子の検討 －SE ACON

surveyより －」

山口大学医学部附属病院 呼吸器・ 感染症内科

〇大石景士， 濱田和希， 深津愛祐美， 村田順之，

浅見麻紀， 枝國信貴， 平野綱彦， 松永和人

【 学部学生演題セク ショ ン 】

No.１

「 自己完結型肝硬変再生療法における 間葉系幹細胞

の肝再生液性因子発現の検討」

山口大学医学部医学科４ 年１ ）

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学２ ）

〇三浦愛実１ ）， 松本俊彦２ ）， 高見太郎２ ）

No.２

「 ２ 型リ アノ ジン 受容体の安定化が実験的自己免疫

性脳脊髄炎に与える影響の検討」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学大学院医学系研究科 薬理学講座２ ）

〇藤野 顕１ ）， 辻 竣也２ ）， 坂本明彦２ ）， 朝霧成挙２ ）

No.３

「 大腸がん患者におけるpks+ E . coliの生理的意義の

解明」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学医学部微生物学講座２ ）

The University of M ichigan M edical School３ ）

〇伊勢美貴１ ）， 鎌田信彦３ ）， 海老原慎也３ ），

坂本 啓２ ）， 長谷川明洋２ ）
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No.４

「 SERPING1遺伝子の新規病的バリ アント の解析」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学大学院医学系研究科皮膚科学講座２ ）

〇池田美貴１ ）， 下村 裕２ ）

No.５

「 コ ルヒ チン中毒の一剖検例」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学共同獣医学部獣医学科獣医微生物学教室２ ）

山口県警察本部刑事部科学捜査研究所３ ）

山口大学大学院医学系研究科法医学講座４ ）

◯川口 藍１ ）， 二宮理紗２ ）， 吉賀貴雄３ ）， 神田聖文３ ），

姫宮彩子４ ）， 髙瀬 泉４ ）

【 一般演題セク ショ ン】

No.６

「 MODY8の原因遺伝子CELの稀な ミ ス セ ン ス 変異

を有する 若年発症糖尿病の１ 例」

山口大学大学院医学系研究科病態制御内科学講座１ ）

山口大学遺伝子実験施設２ ）

◯藤井綾菜１ ）， 中林容子１ ）， 濱田梨沙子１ ），

秋山 優１ ）， 永尾優子１ ）， 田口昭彦１ ）， 寄元海渡１ ），

渡邉健司２ ）， 水上洋一２ ）， 太田康晴１ ）

No.７

「 Far‑UVC photoporation法の開発」

山口大学大学院医学系研究科 基礎検査学１ ）

山口大学大学院医学系研究科 臨床検査・ 腫瘍学講座２ ）

山口大学大学院医学系研究科 病態検査学３ ）

〇西村舞音１ ）， 西川 潤１ ）， 清水勇輝１ ）， 藤井智大１ ），

藤川穂乃香１ ）， 末広 寛２ ）， 山﨑隆弘２ ），

山本 健３ ）

No.８

「 人工知能によ る 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫

瘍の異型度診断」

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学１ ）

山口大学医学部附属病院 光学医療診療部２ ）

山口大学医学部保健学科 基礎検査学分野３ ）

〇山本一太１ ）， 五嶋敦史１ ）， 田中康行１ ）， 浜本果歩１ ），

大木美穂１ ）， 児玉愛実１ ）， 山本美音１ ）， 吉松祐希１ ），

青山将司１ ）， 松本怜子１ ）， 伊藤駿介１ ）， 浜辺功一１ ），

橋本真一２ ）， 西川 潤３ ）， 高見太郎１ ， ２ ）

No.９

「 臨床実装をめざし た水素透析システムの確立」

山口大学医学部附属病院第二内科１ ）

医療法人聖比留会セント ヒ ル病院腎臓内科２ ）

山口大学大学院医学系研究科器官病態内科学３ ）

山口大学共同獣医学部臨床獣医学講座獣医外科学研

究室４ ）

〇澁谷正樹１ ）， 米澤眞子２ ）， 西村夏実１ ）， 藤中理史３ ），

谷 健二４ ）， 佐野元昭３ ）

No.10

「 多発性嚢胞腎発症における 線毛膜コ レ ステロ ール

の病態生理学」

山口大学大学院医学系研究科分子細胞生理学講座１ ）

山口大学細胞デザイ ン医科学研究所 先進ゲノ ム編

集治療研究部門２ ）

〇板橋岳志１ ， ２ ）， 森田知佳１ ， ２ ）， 弘澤 萌１ ， ２ ），

宮本達雄１ ， ２ ）
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No.11

「 COPDにおける 身体活動性低下を 捉える バイ オマ

ーカ ーと し ての患者報告アウト カ ム尺度（ PROMs）

及びマイ オカ イ ン の有用性の検討」

山口大学大学院医学系研究科呼吸器・ 感染症内科学

講座１ ）

佐賀大学医学部附属病院呼吸器内科２ ）

大阪公立大学大学院医学系研究科呼吸器内科学３ ）

国立病院機構和歌山病院４ ）

和歌山県立医科大学内科学第三講座５ ）

〇山本 佑１ ）， 平野綱彦１ ）， 深津愛祐美１ ），

土居恵子１ ）， 濱田和希１ ）， 村田順之１ ）， 大石景士１ ），

浅見麻紀１ ）， 枝國信貴１ ）， 松永和人１ ），

髙橋浩一郎２ ）， 浅井一久３ ）， 佐々木誠悟４ ），

中西正典５ ）， 南方良章４ ）

No.12

「 早産児における ヒ ド ロ コ ルチゾン 投与量と 退院前

頭部MRIのKidokoro scoreと の関連性の検討」

山口大学医学部附属病院 総合周産期母子医療セン

タ ー１ ）

山口大学医学部 小児・ 周産期地域医療学講座２ ）

山口大学大学院医学系研究科医学専攻小児科学講座３ ）

〇兼安秀信１ ）， 時髙留依１ ）， 縄田慈子１ ）， 濱野弘樹１ ），

向野文貴１ ）， 坂田恭史１ ）， 古田貴士１ ）， 木村 献１ ），

高橋一雅２ ）， 長谷川俊史３ ）

【 大学院成績優秀者講演】

No.13

「 Spreading depolarizationに対する頭蓋内圧亢進と

脳灌流圧の影響」

山口大学 医学部 脳神経外科１ ）

山口大学 大学研究推進機構 先進科学・ イ ノ ベー

ショ ン研究センタ ー２ ）

国立長寿医療研究センタ ー 先端医療開発推進セン

タ ー３ ）

Neurov ascu lar  R esear ch Un it, Depar tm en t of

R ad iolog y , M assachu setts  Gener a l  Hosp ita l,

Harvard M edical School４ ）

〇西本拓真１ ）， 岡 史朗１ ）， 井上貴雄２ ）， 森山博史１ ），

川野伶緒３ ）， 鈴木倫保１ ， ２ ）， David Y  Chung４ ），

Cenk Ayata４ ）， 石原秀行１ ）

No.14

「 メ チル化HOXA1と 腫瘍マーカ ーの組み合わせ検査

は早期肝細胞癌において高い診断性能を示す」

山口大学大学院医学系研究科 臨床検査・ 腫瘍学講座１ ）

山口大学医学部附属病院 検査部２ ）

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学講座３ ）

山口大学大学院医学系研究科 保健学科４ ）

山口大学大学院医学系研究科 消化器・ 腫瘍外科学

講座５ ）

〇國宗勇希１ ， ２ ）， 末廣 寛１ ， ２ ）， 佐伯一成３ ），

山内由里香３ ）， 田邊規和２ ， ３ ）， 松本俊彦３ ），

西岡光昭２ ）， 市原清志４ ）， 永野浩昭５ ）， 高見太郎３ ），

山﨑隆弘１ ， ２ ）

No.15

「 新規超音波ド プラ イ メ ージン グによ る 肝線維化診

断法の確立」

福岡徳洲会病院 臨床検査科１ ）

山口大学大学院医学系研究科 保健学領域２ ）

山口大学大学院創成科学研究科３ ）

〇三浦大輔１ ）， 末永弘美２ ）， 間普真吾３ ）， 市原清志２ ）
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【 医学祭特別企画講演】

「 災害医療の現実と こ れから 〜国際災害医療支援の

経験から 次世代へのメ ッ セージ〜」

国立健康危機管理研究機構 危機管理・ 運営局

DM A T事務局 国際対策課

〇大場次郎

災害は， ある日突然， 私たちの暮ら し を根底から

揺るがし ます． 私はこ れまで， 国内での災害対応に

加え， 日本の国際緊急援助隊（ JDR） の一員と し て，

フ ィ リ ピ ンの台風， ネパール地震， バヌ アツのサイ

ク ロン， ト ルコ 地震， ミ ャ ンマー地震など， 世界各

地の災害現場で支援活動に携わっ てき まし た．また，

紛争によ る避難民への医療支援や， 被災地での診療

体制の構築， 限ら れた資源のなかでの柔軟な対応な

ど， さ まざまな国際支援の現場にも 関わっ てき まし

た． そう し た現場では， 常に「 医師と し て自分に何

ができ る か」 を問いながら ，失敗や迷いと 向き 合い，

それでも 一歩を踏み出す勇気が求めら れます．

本講演では， 国際支援の現場で見えてき た現実や

葛藤， そこ から 得た学びを 皆さ んと 共有し ながら ，

今を生き る私たち 一人ひと り にでき るこ と を 一緒に

考えていき たいと 思います． 特別な職業やスキルが

なく ても ， 誰かの力になる 方法はき っ と あり ます．

こ のお話が， 皆さ んのこ れから の人生において， 何

かの行動のき っ かけになれば， こ れほど嬉し いこ と

はあり ません．

【 特別講演Ⅰ】

「 自己完結型肝硬変再生療法までの道程と 今後」

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学

〇高見太郎

我々は， 非代償性肝硬変症に対する肝臓再生療法

と し て「 自己骨髄細胞投与療法（ 非培養， 骨髄単核

球分画， 末梢静脈点滴投与）」 を 礎に自己骨髄間葉

系幹細胞（ M SC） を 用いた低侵襲治療を 開発し ，

2020年９ 月より 「 自己完結型肝硬変再生療法（ 新培

地でロ ボッ ト 培養， 骨髄MSC， 肝動脈投与）」 を 医

師主導治験（ jRCT2063200014） と し て 実施し て い

る ． 開発当初の自己骨髄M SCを 末梢静脈投与する

臨床研究では， 一定の肝予備能改善を認めたも のの

治療効果が短かっ た． そこ でリ バースト ラ ンスレー

ショ ナルリ サーチに取り 組み，（ １ ） 投与経路を イ

ヌ 肝線維化評価モデルで検証し 肝動脈へ変更，（ ２ ）

高 品 質 M SCが 培 養 可 能 な Chem ica l ly  d e f in ed

m edium （ Stem Fit for M SCと し て上市） を 国内培

地メ ーカ ーと 共同開発，（ ３ ） 再生医療用細胞培養

ロ ボッ ト シ ス テ ム（ CellPROi） を 国内企業と 共同

開発し た． そし て 臨床研究「 自己骨髄MSC肝動脈

投与療法」 で 安全およ び有効性を 確認し ， PMDA

協議を経て医師主導治験へと 進んでき た． また骨髄

MSC作用機序解明研究で は， 肝内炎症性マク ロ フ

ァ ージの極性変化によ る MM P産生促進や細胞外小

胞由来m iRによ る 肝星細胞の肝線維産生抑制等を 明

ら かにし てき た． さ ら に小生は日本で初めてと なる

教科書「 再生医療〜創る， 行う ， 支える〜（ 日本再

生医療学会 監修）」 の共同編集者や， 山口大学大学

院医学系研究科保健学専攻生体検査学領域「 再生医

療・ 細胞療法コ ース」 の立ち上げメ ンバーと し て参

画し ており ， 臨床培養士育成に取り 組んでき た． そ

こ で今回は自己完結型肝硬変再生療法までの経緯や

人材育成等について講演し たい．

【 特別講演Ⅱ】

「 ルーラ ルにみいだす看護の本質と 人材育成

山口県へき 地医療対策地域をフ ィ ールド にし た調査

研究」

山口大学大学院医学系研究科保健学専攻

◯牛尾裕子

山口県では， 医療対策におけるへき 地が県土の６

割を占める． こ のよう な地域は看護職を含む医療者

講 演 抄 録



第131回山口大学医学会学術講演会並びに令和７ 年度評議員会・ 総会 123

の不足が深刻化し ている． 一方， 看護学生の職業選

択は， 所在地が最も 重要な選択基準と さ れ， 本学で

も 大半の学生にと っ てへき 地が卒業時就職先の第一

選択と なるこ と はない． し かし ， 医療資源が限ら れ

る当地は地域包括ケアの最前線であり ， 看護の真価

を発揮でき る点及び人材育成の点から 最適のフ ィ ー

ルド と 考えら れる ． そこ で， 看護学生と と も にへき

地看護に関する調査研究に取り 組み， その意義や課

題の理解を 深め， 結果を 関係者と 共有する 経験が，

学生の将来を含めた職業選択へ影響を与える こ と を

期待し ， 本事業に取り 組んだ．

当日は， 本事業のプロセス及び二つの調査結果と

こ れによ るイ ンパク ト を報告する．

本事業は「 公益財団法人在宅医療助成勇美記念財

団」 の助成（ 2023〜2025年） を受けて実施し た．

【 中村賞受賞者講演】

「 リ アノ ジン 受容体を 標的と し たド キソ ルビ シン 心

筋症の革新的予防法」

山口大学大学院医学系研究科器官病態内科学１ ）

山口大学大学院医学系研究科病態検査学２ ）

山口大学医学部高齢者心不全治療学講座３ ）

山口大学名誉教授４ ）

〇中村吉秀１ ）， 山本 健２ ）， 小林茂樹３ ）， 末冨 建１ ），

内海仁志１ ）， 矢野雅文４ ）， 佐野元昭１ ）

【 背景】 ド キソ ルビ シン （ DOX） によ る 心毒性の機

序は複雑で ある が， 最近我々はリ ア ノ ジ ン 受容体

（ RyR2） の機能異常を 介する 細胞内Ca2+過負荷が関

わるこ と を見出し た．

【 目的】 RyR2安定化によ る DOX心毒性の抑制効果

を検討し た．

【 方法】 DOX 心毒性へのRyR2安定化効果を マウス

の急性・ 慢性実験で検討し た．

【 結果】 単離心筋細胞にDOXを 加える と ， 速やかに

RyR2から 著明な Ca2+漏出と 酸化ス ト レ ス上昇が生

じ たが， RyR2安定化薬： ダン ト ロ レ ン （ DA N） 併

用によ り 抑制さ れた． DOX蛍光は単回投与後の心

筋細胞から ７ 日以内に消失し ， DOXが毒性のみ残

し 心筋内に蓄積せず， 心筋保護はその間で十分と 仮

定し た． DOX心筋症モ デルで みら れた心機能低下

や小胞体スト レス・ フ ェ ロ ト ーシスマーカ ー上昇は

DA Nで改善さ れ， DA NはDOX最終投与から ７ 日で

中止し ても 継続投与と 同等の効果を 示し た．

【 結論】 短期間DA N併用はDOXによ る RyR2不安定

化を抑えるこ と でDICを予防でき た．

【 小西賞受賞者講演】

「 IC S /LABA治 療 下 に お け る 喘 息 の C l i n i ca l

Remission達成率と 関連因子の検討 －SE ACON

surveyより －」

山口大学医学部附属病院 呼吸器・ 感染症内科

〇大石景士， 濱田和希， 深津愛祐美， 村田順之，

浅見麻紀， 枝國信貴， 平野綱彦， 松永和人

喘息の治療目標と し て， 従来の症状コ ント ロール

に加え， 無増悪， 症状コ ン ト ロール， 経口ステロイ

ド 薬 使 用 な し の ３ 項 目 を 達 成 す る Clin ica l

Rem ission（ CR： 臨床的寛解） を 追求する こ と がガ

イ ド ラ イ ン等で推奨さ れてき ている ． し かし ， 標準

治療である ICS/LABA 治療下でのCRの検討は不足

し ている ． 我々は山口県下で行っ た多施設横断研究

（ SEA CON survey） のデータ を 用い， ICS/LA BA

治療中かつ生物学的製剤未使用の喘息患者1,309名

を 対象に， CRの達成率と 非達成群の特徴を 解析し

た． CRの達成率は56.9% で あり ， CR達成群と 比較

し て 非達成群で は， ％FEV1が低く ， 呼気NO濃度

が高く ， 患者－医師間の喘息症状コ ント ロ ールの認

識の相違が大き かっ た．

今回の結果よ り ICS/LA BA における CR達成率は

決し て高く はなく ， 医師による喘息コ ント ロールの

過小評価を改善し ， 患者の喘息病態を多面的に評価

し ，生物学的製剤など適切な治療介入を行う こ と が，

CR達成には重要である こ と が示さ れた． CR達成を

目標と し た治療戦略の確立に関し てこ れまでの研究

結果と も 合わせて報告する ．
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【 学部学生演題セク ショ ン 】

No.１

「 自己完結型肝硬変再生療法における 間葉系幹細胞

の肝再生液性因子発現の検討」

山口大学医学部医学科４ 年１ ）

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学２ ）

〇三浦愛実１ ）， 松本俊彦２ ）， 高見太郎２ ）

山口大学医学部附属病院では， 非代償性肝硬変を

対象に自己骨髄間葉系幹細胞（ M SC） を 肝動脈投

与する医師主導治験「 自己完結型肝硬変再生医療法」

を 実施し ており ，複数例で肝機能改善を認めている．

先行研究では， こ れら の症例のM SCが分泌する 肝

再生液性因子と し て M M P1， M M P13， LGA LS1，

M A NF， GDF11， HDGFが抽出さ れた． そこ で 本

研究では， 成長因子による 肝再生液性因子の発現制

御について検討し た．

【 方法と 結果】 MSCの増殖作用を 持つ３ 種の成長因

子を単独添加し ， 肝再生液性因子の発現を 評価する

と ， １ 種でM M P13， ２ 種でM M P1と M A NFの発現

増加を認めた． さ ら に， ３ 種の成長因子を 至適濃度

で 組 み 合 わ せ 添 加 す る と ， M M P 1， M M P 13，

MA NFのいずれも 発現が増加し た．一方，LGA LS1，

GDF‑11， HDGFで は成長因子添加によ る 有意な 変

化はみら れなかっ た．

【 結語】 以上の検討によ り ， M SCの肝再生液性因子

の発現を 制御する ３ 種の成長因子を 同定し た． こ の

知見はM SCの品質評価法， 最適な培養法の開発に

有用であると 考えら れた．

No.２

「 ２ 型リ アノ ジン 受容体の安定化が実験的自己免疫

性脳脊髄炎に与える影響の検討」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学大学院医学系研究科 薬理学講座２ ）

〇藤野 顕１ ）， 辻 竣也２ ）， 坂本明彦２ ）， 朝霧成挙２ ）

リ アノ ジン 受容体（ RyR） は小胞体膜に存在し ，

細胞外から のCa2+の流入を 感知し て開口し ， 細胞内

Ca2+濃度の調節に寄与する が，スト レス環境下では，

Ca2+のリ ーク が生じ ， 異常なカ ルシウムシグナルを

引き 起こ すこ と が知ら れている．

最近の研究では， RyR2がCD4+およ びCD8+T細胞

の機能に関与する こ と が報告さ れている ． し かし ，

RyR2から のCa2+リ ーク がT細胞の分化や機能に与え

る影響は全く 明ら かになっ ていない．

本研究では， T細胞が病態に関与する 実験的自己

免疫性脳脊髄炎（ EA E） モデルにおける ， RyR2の

Ca2+リ ーク の影響を ， RyR2安定化変異マ ウス を 用

いて検討し た．

RyR2安定化マウス では病態形成の中心を 担う T

細胞の１ つTh17の割合が減少し ， EAE発症が遅延

する こ と を 見出し た． 本知見は， Ca2+リ ーク を 標的

と し た新たな自己免疫性疾患の治療法の開発の一助

と なる可能性があると 考えている．

No.３

「 大腸がん患者におけるpks+ E . coliの生理的意義の

解明」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学医学部微生物学講座２ ）

The University of M ichigan M edical School３ ）

〇伊勢美貴１ ）， 鎌田信彦３ ）， 海老原慎也３ ），

坂本 啓２ ）， 長谷川明洋２ ）

腸内細菌叢は大腸がんを 含む消化管疾患の発症に

関わっ ている． 近年， 大腸がん患者の60% で腸内に

pks islandを も つEscherichia coli（ pks+ E. coli） が

みら れる こ と が報告さ れた ． p k s is la ndから は

genotoxinで ある コ リ バク チン が産生さ れ， コ リ バ

ク チン は宿主細胞の二本鎖DNA を 切断する こ と で

変異を誘発し ， 発がんに関与するこ と が知ら れてい

る． 一方で， pks+ E. coliが具体的に大腸がんの発が

んを 促進する メ カ ニズムの詳細は明ら かではない．

そこ で我々のグループは， 大腸がんの発がんに関わ

る pks+ E. coliの生体内における 挙動についての研究

をおこ なっ た．
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No.４

「 SERPING1遺伝子の新規病的バリ アント の解析」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学大学院医学系研究科皮膚科学講座２ ）

〇池田美貴１ ）， 下村 裕２ ）

遺伝性血管性浮腫（ HA E） は， 反復性・ 一過性

に皮下や粘膜に浮腫をき たす難治性の常染色体顕性

遺伝性疾患で あり ， 多く がC1イ ン ヒ ビ タ ー（ C1‑

INH） を コ ード するSERPING1遺伝子の病的バリ ア

ン ト によ り 発症する ． 今回我々は， 50歳代のHA E

患者の遺伝子解析で， SERPING1遺伝子のexon 5の

中間部分にミ スセンスバリ アント が疑われる 塩基置

換を ヘテロ 接合型で同定し た． し かし ながら , RNA

レベルの解析で， 同塩基置換により スプラ イ シング

に異常を き たすこ と が判明し た． 培養細胞での野生

型およ び変異型C1INHの共発現系で ， 変異型蛋白

が野生型蛋白の発現・ 分泌を抑制するド ミ ナント ・

ネガティ ブ効果を 示すこ と がわかっ た． さ ら に， 同

発現系に変異型SERPING1‑m RNA を 特異的に抑制

する siRNA を 添加し た結果， 野生型蛋白の発現・ 分

泌が回復するこ と も 証明し た．

No.５

「 コ ルヒ チン中毒の一剖検例」

山口大学医学部医学科１ ）

山口大学共同獣医学部獣医学科獣医微生物学教室２ ）

山口県警察本部刑事部科学捜査研究所３ ）

山口大学大学院医学系研究科法医学講座４ ）

◯川口 藍１ ）， 二宮理紗２ ）， 吉賀貴雄３ ）， 神田聖文３ ），

姫宮彩子４ ）， 髙瀬 泉４ ）

【 事例概要】 80代の女性． 寝室ベッ ド 上で心肺停止

状態で発見さ れた． 寝室内に嘔吐の痕跡を ， また，

オムツ内に下痢状の脱糞を 認めた． 前々日に嘔吐・

腹痛・ 下痢で 病院を 受診し ，「 庭の球根を 食べた」

と 述べ， 毒素型胃腸炎の疑いで自宅療養し ていた．

【 主な剖検所見】 身長144cm ，体重約42kg．心臓330g，

肺（ 左540g， 右440g）， 水腫状． 脳1,150g． 腹腔内

にやや混濁調血性液約25m l． 胃内容は黄白色小軟

塊等を 含む淡黄灰緑褐色わずかに粘稠液汁160m lで

消化ご く 軽度． 胃底部粘膜血管灰黒色調． 腸管発

赤・ 充盈調．【 主な薬毒物検査結果】 血液・ 胃内容

物・ 尿中にコ ルヒ チン 含有（ 血中濃度 55ng/m L）．

【 結果・ 考察】 解剖終了時点では「 肺水腫/不詳（ 検

索中）」 と し ていたが， コ ルヒ チン 中毒と 確定し た．

初期症状は非特異的な消化器症状で， 摂取物を問診

でき ない場合には診断が困難と なる ． こ れまでにも

国内で症例報告が散見さ れ， 厚生労働省が注意喚起

を行っ ており ， 薬毒物検査の重要性を共有する．

【 一般演題セク ショ ン】

No.６

「 MODY8の原因遺伝子CELの稀な ミ ス セ ン ス 変異

を有する 若年発症糖尿病の１ 例」

山口大学大学院医学系研究科病態制御内科学講座１ ）

山口大学遺伝子実験施設２ ）

◯藤井綾菜１ ）， 中林容子１ ）， 濱田梨沙子１ ），

秋山 優１ ）， 永尾優子１ ）， 田口昭彦１ ）， 寄元海渡１ ），

渡邉健司２ ）， 水上洋一２ ）， 太田康晴１ ）

51歳男性． 35歳で糖尿病と 診断さ れ， 40歳時にイ

ンスリ ン 治療が開始さ れた． 頚椎の手術前の血糖コ

ント ロールと 精査目的で当科に入院と なっ た． BM I

は21.6kg/m 2と 肥満は認めなかっ たが， A LT  67U/L

であり ， エコ ーでも M A SLDを 認めた． 入院前から

の強化イ ンスリ ン 療法を継続するも ， 朝食前までの

血糖値は低めで食後は高血糖であっ た． 蓄尿CPRは

8.6µ g/日， 間接熱量計を 用いた脂質のエネルギー基

質比は3.3% と 極端に低かっ た． 母が糖尿病であっ た

ため， ミ ト コ ンド リ ア糖尿病を疑う も 変異は同定さ

れなかっ た． 全ゲノ ム解析でMODY8の原因遺伝子

Carboxyl ester lipase（ CEL） の稀な ミ ス セン ス変

異（ A 689P） を 同定し た． 本症例では本変異が膵外

分泌機能障害に起因する脂質代謝異常を介し て糖代

謝に影響を 及ぼす可能性が示唆さ れた． 本症例は，

MODY8の典型と は異な る が， CEL変異と 糖尿病，

MASLDの関連を示唆する貴重な症例と 考えら れた．
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No.７

「 Far‑UVC photoporation法の開発」

山口大学大学院医学系研究科 基礎検査学１ ）

山口大学大学院医学系研究科 臨床検査・ 腫瘍学講座２ ）

山口大学大学院医学系研究科 病態検査学３ ）

〇西村舞音１ ）， 西川 潤１ ）， 清水勇輝１ ）， 藤井智大１ ），

藤川穂乃香１ ）， 末広 寛２ ）， 山﨑隆弘２ ），

山本 健３ ）

【 目的】 222nm の遠紫外線はDNA 傷害が少なく ， 人

体への安全性が高いため， 注目さ れている． こ の遠

紫外線はDNA よ り も タ ン パク 質に吸収さ れやすい

ため， 細胞膜のタ ン パク 質に作用し ， プ ラ ス ミ ド

DNA の導入を 可能にする のではないか， と 考えた．

【 材料およ び方法】 COS‑7， CHO‑K1を 96w ellプレ ー

ト に1.0×104/w ellで播種し ， 24時間後培養液を 除去

し ， 222nm の遠紫外線を 0.01， 0.05， 0.1， 0.5， 1，

5m J/cm 2照射し た． GFPプ ラ ス ミ ド 200ngを 含む無

血清培地を添加し ， 24時間後に蛍光顕微鏡で観察し

た． 遠紫外線の細胞毒性はMTS A ssayで評価し た．

遺伝子導入後の細胞にPI染色と Hoechst染色を 行

い， 遺伝子導入さ れた細胞の生死判定と 核の形態を

評価し た．【 結果】 遠紫外線照射後にプラ スミ ド を

含む容液を 添加し たCOS‑7， CHO‑K1にGFP陽性細

胞が明瞭に観察で き た． GFP陽性細胞はCOS‑7で

0.234％， CHO‑K1で 0.200％で あ っ た． GFP陽性細

胞はPI陰性で核の形態に変化を認めなかっ た． 遠紫

外線の照射エネルギーが1.0m J/cm 2以下では両細胞

に傷害性は見ら れなかっ た．【 結語】 222nm の遠紫

外線照射により GFPプラ スミ ド の細胞への導入に成

功し た．

No.８

「 人工知能によ る 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫

瘍の異型度診断」

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学１ ）

山口大学医学部附属病院 光学医療診療部２ ）

山口大学医学部保健学科 基礎検査学分野３ ）

〇山本一太１ ）， 五嶋敦史１ ）， 田中康行１ ）， 浜本果歩１ ），

大木美穂１ ）， 児玉愛実１ ）， 山本美音１ ）， 吉松祐希１ ），

青山将司１ ）， 松本怜子１ ）， 伊藤駿介１ ）， 浜辺功一１ ），

橋本真一２ ）， 西川 潤３ ）， 高見太郎１ ， ２ ）

【 背 景 】 表 在 型 非 乳 頭 部 十 二 指 腸 上 皮 性 腫 瘍

（ SNADET ） は比較的稀な腫瘍である が， 近年は発

見率が増加傾向にあり 内視鏡治療の適応と さ れてい

る ． し かし ， SNADET の内視鏡的な診断は困難で，

腫瘍の異型度によ る治療法選択が難し い要因と なっ

て いる ． 本研究で は内視鏡画像から SNA DET の異

型度を 診断する A I診断器を 開発し ， 臨床応用の可

能性について検討を 行っ た．【 方法】 当院で内視鏡

治療を 行っ たSNA DET （ 85症例， 317枚） を 学習症

例と し ， 内視鏡画像を 用い て 深層学習モ デルの

EfficientNetによ り A I診断器を 開発し た． 当院の３

関連施設のSNA DET（ 69症例， 229枚） を テスト 症

例と し ， A I診断器によ り 異型度を 診断し た． また

比較対象と し て， テスト 症例を専門医３ 名の多数決

によ り 診断し た．【 結果】 A I診断器によ り ， 正診率

78% ， 感度92% ， 特異度61% ， F1 m easure 0.82で診

断し た． 一方で 専門医によ る 診断の結果は正診率

58% ， 感度50% ， 特異度68% ， F1 m easure 0.57であ

っ た．【 結論】 A Iを 活用する こ と で， 高い正診率，

感度で高異型度SNADET の診断が可能と なっ た．
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No.９

「 臨床実装をめざし た水素透析システムの確立」

山口大学医学部附属病院第二内科１ ）

医療法人聖比留会セント ヒ ル病院腎臓内科２ ）

山口大学大学院医学系研究科器官病態内科学３ ）

山口大学共同獣医学部臨床獣医学講座獣医外科学研

究室４ ）

〇澁谷正樹１ ）， 米澤眞子２ ）， 西村夏実１ ）， 藤中理史３ ），

谷 健二４ ）， 佐野元昭３ ）

【 背景・ 目的】 維持血液透析患者は， 酸化スト レ ス

や慢性炎症により 合併症に悩まさ れ， 生命予後も 不

良である ． 本研究では， 抗酸化作用を持つ水素を透

析治療に応用する ため， 新規の水素供給システムを

開発し ， その有効性と 安全性を評価．

【 方法】 水素ガスを 水道水に直接溶解さ せ高濃度水

素水を作成後， 逆浸透処理を経て透析液を 供給する

独自システムを構築し た． こ のシステムを 用いてイ

ヌ モデルで血液透析を行い， 透析液および血液回路

内外，全身動脈血中の水素濃度を時系列で測定し た．

【 結果】 本システムは， 高濃度かつ安定し た水素透

析液の供給を可能にし た． 水素はダイ アラ イ ザーを

介し て 効率的に 血液へ移行し た が（ 透析液の54‑

68% ）， 全身循環に入っ た後は肺でのク リ アラ ン ス

（ 呼気排出） によ り ， 動脈血中にはごく 微量し か到

達し なかっ た．イ ヌ に明ら かな異常を認めなかっ た．

【 結論】 開発し た直接溶解システムを 用い， 高濃度

の水素を 安全に血液回路内に供給でき るこ と が示さ

れた． 全身への水素送達は今後の課題である ．

No.10

「 多発性嚢胞腎発症における 線毛膜コ レ ステロ ール

の病態生理学」

山口大学大学院医学系研究科分子細胞生理学講座１ ）

山口大学細胞デザイ ン医科学研究所 先進ゲノ ム編

集治療研究部門２ ）

〇板橋岳志１ ， ２ ）， 森田知佳１ ， ２ ）， 弘澤 萌１ ， ２ ），

宮本達雄１ ， ２ ）

一次線毛は， G0期の細胞表面に発達する １ 本の

毛様の微小管性構造であり ， 細胞外環境を 検知する

「 セン サー器官」 と し て機能する ． 一次線毛を 覆う

細胞膜（ 線毛膜） には， コ レステロ ールが豊富に集

積し ているが， コ レステロ ールの線毛における生理

機能は不明な点が多い． 本研究では， ゲノ ム編集技

術を 活用し て ， 常染色体多発性嚢胞腎（ ADPKD）

の原因遺伝子であるポリ シスチン２ 遺伝子（ PKD2）

のコ レ ステロ ール結合サイ ト に， A DPKD患者で検

出さ れたミ スセン ス 変異を 導入し た． Pkd2 L515R

変異を導入し たマウス集合管細胞株において， イ オ

ンチャ ネルと し ては正常な機能を持つも のの， 線毛

への局在が低下し ， 線毛膜のコ レステロールの減少

も 引き 起こ し た． また， 本ホモ接合体マウスは胎生

致死であり ， 多発性嚢胞腎や内臓逆位と いっ た線毛

病患者で認めら れる同様の症状を呈し た． こ れら の

結果から ， コ レステロールがポリ シスチン２ を線毛

膜に十分量かつ持続的に閉じ 込める 働き は多発性嚢

胞腎の発症を防ぐ 仕組みであるこ と が示唆さ れた．

No.11

「 COPDにおける 身体活動性低下を 捉える バイ オマ

ーカ ーと し ての患者報告アウト カ ム尺度（ PROMs）

及びマイ オカ イ ン の有用性の検討」

山口大学大学院医学系研究科呼吸器・ 感染症内科学

講座１ ）

佐賀大学医学部附属病院呼吸器内科２ ）

大阪公立大学大学院医学系研究科呼吸器内科学３ ）

国立病院機構和歌山病院４ ）

和歌山県立医科大学内科学第三講座５ ）

〇山本 佑１ ）， 平野綱彦１ ）， 深津愛祐美１ ），

土居恵子１ ）， 濱田和希１ ）， 村田順之１ ）， 大石景士１ ），

浅見麻紀１ ）， 枝國信貴１ ）， 松永和人１ ），

髙橋浩一郎２ ）， 浅井一久３ ）， 佐々木誠悟４ ），

中西正典５ ）， 南方良章４ ）

【 背景】 COPDにおける 身体活動性低下は重要な予

後規定因子である が， 簡便かつ早期に評価・ 検出す

る方法は確立し ていない．

【 方法】 環境再生保全機構「 COPD患者に対する 個

別歩数目標値提供の有用性検証と 自己管理法の確

立」 に参加し た安定期COPD患者73名を解析対象に，
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強度・ 分画別の身体活動量と PROM s・ マイ オカ イ

ン の相関分析， および強度・ 分画別の活動性低下の

検出能を 評価する ROC解析（ 単変量およ び多変量）

を 実施し た．

【 結果】 いく つかのPROM sやマイ オカ イ ンはさ まざ

まな強度・ 分画の身体活動時間と 一定の相関・ 関連

を 示し たが， 単独で身体活動性を正確に評価するこ

と は困難であっ た． 一方PROM sと マイ オカ イ ン を

組み合わせるこ と で， 高精度で分画別の身体活動性

低下を予測するモデルを確立でき た．

【 結論】 PROM sやマイ オカ イ ンが強度・ 分画別の活

動性と 特異的に関連し ， 組み合わせるこ と で活動性

低下を よ り 正確に検知し 得る ． 本研究はCOPD患者

の活動性評価およ び介入点検索において， 簡便かつ

検出力に優れた新たな方法を提案するも のである．

No.12

「 早産児における ヒ ド ロ コ ルチゾン 投与量と 退院前

頭部MRIのKidokoro scoreと の関連性の検討」

山口大学医学部附属病院 総合周産期母子医療セン

タ ー１ ）

山口大学医学部 小児・ 周産期地域医療学講座２ ）

山口大学大学院医学系研究科医学専攻小児科学講座３ ）

〇兼安秀信１ ）， 時髙留依１ ）， 縄田慈子１ ）， 濱野弘樹１ ），

向野文貴１ ）， 坂田恭史１ ）， 古田貴士１ ）， 木村 献１ ），

高橋一雅２ ）， 長谷川俊史３ ）

【 緒言】 早産児に用いる ステロ イ ド のう ち ， デキサ

メ タ ゾン の脳への悪影響は知ら れる 一方， ヒ ド ロコ

ルチゾ ン （ HC） に関し て は十分知ら れて いな い．

早産児の神経学的予後の向上のために， HCの脳へ

の影響を 検証する 必要がある ．【 方法】 2011年から

2022年に入院し た在胎30週未満の児 88名を 対象に

後方視的に検証し た． 退院前に撮像し た脳MRI画像

を ， 早産児脳M RIの評価尺度である Kidokoro score

（ KS） で 評価し ， 入院中のHC総投与量（ tHC） と

の関連性を 検証し た．【 結果】 KSに影響し う る因子

を 共変量と し た重回帰分析で ， tHCはKSにと っ て

有意な影響因子であっ た（ β= 0.44）． ROC解析では

KS中等症以上と な る tHCカ ッ ト オフ は81.9m g/kg

（ AUC 0.95， 感度 100％， 特異度 84％） であっ た．

【 考察】 今回の解析結果から HCも 投与量次第で脳へ

悪影響を 及ぼす可能性が示さ れた．

【 大学院成績優秀者講演】

No.13

「 Spreading depolarizationに対する頭蓋内圧亢進と

脳灌流圧の影響」

山口大学 医学部 脳神経外科１ ）

山口大学 大学研究推進機構 先進科学・ イ ノ ベー

ショ ン研究センタ ー２ ）

国立長寿医療研究センタ ー 先端医療開発推進セン

タ ー３ ）

Neurov ascu lar  R esear ch Un it, Depar tm en t of

R ad iolog y , M assachu setts  Gener a l  Hosp ita l,

Harvard M edical School４ ）

〇西本拓真１ ）， 岡 史朗１ ）， 井上貴雄２ ）， 森山博史１ ），

川野伶緒３ ）， 鈴木倫保１ ， ２ ）， David Y  Chung４ ），

Cenk Ayata４ ）， 石原秀行１ ）

Spreading depolarization（ SD） は脳損傷後に発

生し ，２ 次的な神経障害を 引き 起こ す可能性がある．

脳損傷は頭蓋内（ intracranial pressure； ICP） 亢

進を 伴う こ と がある ． 今回， ラ ッ ト を 用いてSDの

血流や代謝反応に対する ICP亢進の影響について研

究し た．

異な る I CP及び脳灌流圧（ cer eb r a l per f u sion

pressures； CPP） の条件下にSDを 誘発し た． 局所

脳血流（ regional cerebral blood flow ； rCBF）， 脳

組織酸素分圧（ partial pressure of bra in tissue

oxygen； PbtO2） を 記録し た． 皮質の神経細胞損

傷評価のためにFluoro‑Jade染色を行っ た．

正常条件（ ICP 50m m HgかつCPP 70m m Hg） 下

でSDを 誘発し た場合， rCBFやPbtO2は単相性に上

昇し た． 一方で， ICP高値（ 50m m Hg） かつCPP低

値（ 30m m Hg） の条件下でSDを 誘発する と ， rCBF

やPbtO2は単相性に低下し た． また， 神経細胞死は

両側半球で増加し たが， SD誘発側でよ り 多く の神

経細胞死を 認めた． ICP高値（ 50m m Hg） かつCPP

正常（ 70m m Hg） の条件下にSDを 誘発し た 場合，

血行動態反応及び代謝反応は正常条件と 変わら ず，

神経細胞死はSD誘発側であっ ても 増加し なかっ た．
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ICPが高値でも CPPを 正常に維持するこ と で， SD

発生時の血流や代謝反応が正常に保たれ， 神経細胞

変性を防ぐ 可能性がある．

No.14

「 メ チル化HOXA1と 腫瘍マーカ ーの組み合わせ検査

は早期肝細胞癌において高い診断性能を示す」

山口大学大学院医学系研究科 臨床検査・ 腫瘍学講座１ ）

山口大学医学部附属病院 検査部２ ）

山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学講座３ ）

山口大学大学院医学系研究科 保健学科４ ）

山口大学大学院医学系研究科 消化器・ 腫瘍外科学

講座５ ）

〇國宗勇希１ ， ２ ）， 末廣 寛１ ， ２ ）， 佐伯一成３ ），

山内由里香３ ）， 田邊規和２ ， ３ ）， 松本俊彦３ ），

西岡光昭２ ）， 市原清志４ ）， 永野浩昭５ ）， 高見太郎３ ），

山﨑隆弘１ ， ２ ）

【 背景】本邦において，非ウイ ルス性肝細胞癌（ HCC）

が増加し ているがサーベイ ラ ンスシステムは確立さ

れていない．本問題解決のために本研究を実施し た．

【 方法】 対象と し て健常者154名，慢性肝疾患（ CLD）

93例， HCC269例の計516例を 登録し た． 血清メ チ

ル化HOXA 1（ m ‑HOXA 1） コ ピ ー数を 独自開発し

たメ チル化感受性制限酵素アッ セイ （ CORD法） で

定量し た． 同時に従来の腫瘍マーカ ーである α‑フ

ェ ト プ ロ テ イ ン （ A F P ） およ びdes ‑γ ‑ca r box y

p r oth r om b in（ D CP ； P I V K A ‑I I ） を 測定し た ．

HCC診断予測モ デル作成のため， 多変量解析を 行

い， ク ロ スバリ デーショ ン にて 汎用性を 確認し た．

【 結果】 多変量解析の結果，年齢，性別，DCP，A FP，

m ‑HOXA1がHCCの独立因子であっ た． こ れら を 用

いて A SDAm ‑H1 indexを 開発し たと こ ろ ， ク ロ ス

バリ デーショ ン でAUC 0.96を 達成し た． 本イ ン デ

ッ ク スはウイ ルス性・ 非ウイ ルス性HCCに対し て，

同等の感度を 示し た． 早期HCC全体， 非ウイ ルス

性， ウイ ルス 性の感度はそれぞれ76.4％， 76.6％，

76.2％， 特異度は93.9％であっ た．【 結論】 A SDA m ‑

H1は早期のウイ ルス 性およ び非ウイ ルス 性HCCを

検出する 高い性能を示し た． 本イ ン デッ ク スは， 非

ウイ ルス性HCCサーベイ ラ ン ス シ ス テ ムに応用で

き る可能性を秘めている．

No.15

「 新規超音波ド プラ イ メ ージン グによ る 肝線維化診

断法の確立」

福岡徳洲会病院 臨床検査科１ ）

山口大学大学院医学系研究科 保健学領域２ ）

山口大学大学院創成科学研究科３ ）
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目的： 本研究の目的は， 高感度超音波ド プラ 法を基

に新たに開発し た stacked m icrovascular im aging

（ SMVI） を使用し ， 慢性肝疾患における肝内血管形

態変化の可視化と その診断法を確立するこ と である．

方法： 慢性肝疾患群と 健常群500例のSM VI画像デ

ータ を解析し た． 肝線維化ステージは肝硬度値から

病因別に判定し ， ５ 段階のMETA VIR scoreに分類

し た（ F0‑1Low , F0‑1High, F2, F3, F4）． ス コ ア リ

ング法は狭小化， 口径不整， 屈曲蛇行の程度を０ －

２ 点で配点し ， 合計点を SM VI scoreと し た． A I解

析法はSM VI画像を用いたDeep learningによ る 肝線

維化ステージの分類を実施し た．

結果： 多重ロ ジスティ ッ ク 回帰分析の結果， SM VI

scoreはF0‑1Low と F0‑1Highの鑑別において 最も 良

好な線維化予測指標であっ た． また， A I解析では

F0‑1と F2‑4の分類精度は83.8% であり ， A I判定が検

者による スコ アリ ング法判定を有意に上回っ た．

考察： SM VI法によ っ て肝線維化進展に伴う 血管構

築の改変を簡便に可視化するこ と に成功し た． スコ

アリ ング法は肝内血管の狭小化を高感度に捉えるこ

と で， 優れた早期の線維化診断能を 示し た． A I解

析では中等度以上の線維化進展例検出に対し て優れ

た診断能を示し た．


